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G－リグニン バニリン酸

4－ヒドロキシ
安息⾹酸

H－リグニン

TCA
cycle

ムコン酸
(ccMA)

微⽣物を増殖させる代謝経路を再編成

本来機能する
代謝経路を機能させない

ムコン酸を合成する経路を導⼊

プロトカテク酸代謝経路

プロトカテク酸

◎ 針葉樹リグニンを利⽤して増殖し、ムコン酸を⽣産する⽅法

(実施例1) 針葉樹リグニンモデル (実施例2) スギリグニン分解物
収率

18%(w/w)
4-ヒドロキシ

安息⾹酸 (HBA)
ccMA

バニリン酸 (VA)

OD600

ccMA

OD600
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G－リグニン バニリン酸

4－ヒドロキシ
安息⾹酸

H－リグニン

S－リグニン

プロトカテク酸代謝経路

シリンガ酸

ムコン酸
(ccMA)

本来機能する代謝経路を機能させない

ムコン酸を合成する経路を導⼊

S-リグニンの代謝経路を活⽤して、
増殖のための炭素源・エネルギー源を獲得させる。

TCA
cycle

プロトカテク酸

(実施例1) 広葉樹リグニンモデル (実施例2) シラカバリグニン分解物

◎ 広葉樹リグニンを利⽤して増殖し、ムコン酸を⽣産する⽅法
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特願2017-086595広葉樹リグニンだけを炭素源としてムコン酸を⽣産できる
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